
谷川直子 

第 49回文藝賞受賞作「おしかくさま」 

 
「このまま売れないエッセイストで終わりたくない」と新人賞に応募し続けたという。 

1960 年生まれでも、新人賞をもらえるのが作家の世界。サラリーマンなら肩たたきの世代に入ってしまうの

だが、筆力次第ということなのだろう。 

 

＊記事引用；日本経済新聞より 

 
 

文藝賞 

・河出書房新社は、新人の登竜門として、小説のジャンルに「文藝賞」を設定している。 

・枚数は 400字詰原稿用紙 100枚以上 400枚以内 


